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１ はじめに 

 新学習指導要領において、従前と大きく変わった内容はやはり学習評価であろう。この

流れは、義務教育の平成２２年度新学習指導要領改訂の際に始まったものであり、既定路

線である。中等教育学校や特別支援学校の義務教育においては既に始まっていて、なじみ

のある教員も存在すると思われる。しかし、高等学校においてはまだまだ慣れないもので

あり、学習の記録等については改善の余地があるのではないか。「教員によって評価の基準

が違い、どう努力すればよいのかわかりにくい」という文科省の資料があった。学習評価

は「学校において統一されたもの」であることは、当たり前であるが、実際はどうであろ

う。これを機会に学習評価の方法について考察する。 

 

２ 概要 

 学習評価とは「学校における教育活動に関し、生徒の学習状況を評価するもの」である。

この理念に立ち返り、新学習指導要領の学習評価について、「生徒の学習改善につながるも

のとしていくこと」「教師の指導改善につながるものにしていくこと」「これまでの慣行と

して行われてきたことでも、必要性・妥当性が認められないものは見直していくこと」が

基本的な考え方とされた。観点別学習状況の評価についても、「知識・技能」「思考・判断・

表現」「主体的に学習に取り組む態度」の３つに精選され、通知表や指導要録にも記載され

ることとなった。そこで、日頃の授業評価を改善し実践する。 

 

３ 研究内容 

学習評価の在り方ハンドブック（高等学校編）には学習評価の基本的な考え方として 

学習評価は，学校における教育活動に関し，生徒の学習状況を評価するものです。「生徒

にどういった力が身に付いたか」という学習の成果を的確に捉え，教師が指導の改善を図

るとともに， 生徒自身が自らの学習を振り返って次の学習に向かうことができるように

するためにも，学習評価の在り方は重要であり，教育課程や学習・指導方法の改善と一

貫性のある取組を進めることが求められます。 

と示されている。そこで、特に次の２つに焦点を当て、実践することとする。 

（１）「学習の成果を的確に捉え，教師が指導の改善を図る」について 

従前の評価では、主に教師は「小テストで確認する。定期テストで確認する。」という

評価を基本的に行っているが、この評価は時間を要し、即時性には欠ける。授業中に即

時性を求めると「指名して答えさせる。または発問に挙手させる」という方法が考えら

れるが、「全体が把握できない」また「正確でない」ことなどが上げられる。 



そこで、１人１台端末における Teams・Forms を利用し、小テストを実施して生徒の

授業中における理解度を計ることとした。Teams・Forms を連携して活用することによ

って、授業内での生徒の学習評価を行い、その情報を基に即時性を持って指導の改善を

図る。 

Teams での Forms の投稿 Forms での編集画面 

  

Forms での結果確認 Forms データの Excel での利用 

  

 Teams・Forms を利用し、そのデータを事前に作成した Excel に貼り付けることによ

って、教員はクラス全体の状況を把握し、生徒は自分のクラス内での状況を把握するこ

とが可能である。 

（２）「生徒自身が自らの学習を振り返って次の学習に向かうことができる」について 

 今回の新学習指導要領では、評価の観点が「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体

的に学習に取り組む態度」の３観点に変更になった。また、学習評価の在り方ハンドブ

ック（高等学校編）には「知識・技能」の評価について 

「知識・技能」の評価の考え方は、従前の評価の観点である「知識・理解」、「技能」

においても重視してきたところです。具体的な評価方法としては、例えばペーパーテ

ストにおいて、事実的な知識の習得を問う問題と、知識の概念的な理解を問う問題と

のバランスに配慮するなどの工夫改善を図る等が考えられます。また、生徒が文章に

よる説明をしたり、各教科等の内容の特質に応じて、観察・実験をしたり、式やグラ

フで表現したりするなど実際に知識や技能を用いる場面を設けるなど、多様な方法を

適切に取り入れていくこと等も考えられます。 



とあり、「思考・判断・表現」の評価の考え方については 

「思考・判断・表現」の評価の考え方は、従前の評価の観点である「思考・判断・表

現」においても重視してきたところです。具体的な評価方法としては、ペーパーテス

トのみならず、論述やレポートの作成、発表、グループでの話合い、作品の制作や表

現等の多様な活動を取り入れたり、それらを集めたポートフォリオを活用したりする

など評価方法を工夫することが考えられます。 

とある。そこで、１人１台端末の Teams・Forms と電子黒板を利用して、次のような学

習サイクルを作成し、「生徒が文章による説明をしたり」「発表、グループでの話合い」

を行うよう計画した。 

（ア） 事前準備 

   

 

 

 

 

 

 

（イ） 学習サイクルの作成（１時間目～４時間目） 
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 この学習サイクルを行うことによって、生徒は学習内容を自分で把握し、ネットで調べ

たことを友人と議論するため学習内容がより深まることになる。また、別の班のプレゼン

テーションを聞き、自分たちで評価することによって主体的な立場で発表を聞くことがで

きた。このことによって、他の班の発表の時間が受け身の学習の場ではなく主体的な学習

の場とすることができたように感じた。更に、自分たちで作った小テストを行い、その小

テストの解説も担うことによって学習内容の理解度も上がったのではないか。 

 「生徒自身が自らの学習を振り返って次の学習に向かうことができる」という、新学習指

導要領の評価の在り方に少し近づけたのではないかと考えている。 

 

４ まとめ 

 本校では５月に１人１台端末を配布し、１学期末に Teams・Forms を活用した授業を教

職員全員が行った。また、８月には全てのホームルーム教室に電子黒板が設置され、１０

月の学校訪問に向けて ICT の効果的な活用について全校上げて取り組んできた。令和２年

から続いているコロナ禍により一気に ICT に係る事項が進んだ感があるが、これを後ろ向

きに捉えるのではなく前向きに捉え、働き方改革等に即した運用となるよう改善し、新学

習指導要領が目指している学習評価となるよう努力したい。 

このサイクルを次のように３回行った。 

 


